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平成３１年 

東京二十三区清掃一部事務組合議会予算特別委員会記録 

１ 期  日 平成３１年２月２６日（火） 

２ 場  所 東京区政会館 ２０２・２０３会議室 

３ 出席委員（１８名） 

   委 員 長 豊島区  磯  一 昭 

   副委員長 千代田区 松 本 佳 子 

   委  員 港区   池 田 こ う じ 

    新宿区  佐 原 た け し 

    文京区  名 取 顕 一 

    荒川区  若 林 清 子 

品川区  松 澤 利 行 

    目黒区  お の せ 康 裕 

    大田区  岸 田 哲 治 

    世田谷区 三 井 み ほ こ 

     中野区  い で い 良 輔 

     杉並区  大 熊 昌 巳 

     板橋区  大野はるひこ 

     練馬区  福 沢  剛 

        墨田区   澤 良 仁 

     江東区  佐 藤 信 夫 

     足立区  か ね だ 正 

     江戸川区 藤 澤 進 一 

４ 欠席委員（５名） 

   委  員 中央区  礒 野  忠 

    台東区  河 野 純 之 佐 

北区   榎 本 は じ め 

        渋谷区  丸 山 高 司 

        葛飾区  筒井たかひさ 

５ 出席理事者 

管理者       西 川 太 一 郎 

副管理者      佐 藤 良 美 



  

監査委員      本 間 敏 明 

総務部長      深 井 祐 子 

総務部調整担当部長  小 林  孝 

総務部担当部長（総務課長事務取扱）  中 尾 正 巳 

総務部担当部長（企画室長事務取扱）  佐 々 木  正 

清掃事業国際協力室長  横 山 英 範 

施設管理部長    小 林 幹 明 

処理技術担当部長  塚 越  浩 

施設管理部特命担当部長  山 﨑 廣 孝 

建設部長      岩 﨑  豊 

職員課長      渡 部 洋 一 

財政課長      初 瀬  司 

契約管財課長    干 泥  香 

清掃事業国際協力課長  加 藤 央 史 

管理課長      加 藤 徹 也 

施設課長      宮 﨑 勇 一 郎 

計画推進課長    森 田 昌 志 

   建設課長      川 﨑 明 良 

   東京オリンピック・パラリンピック調整担当課長  鈴 木 和 歌 

６ 出席議会事務局職員 

事務局長      内 野  陽 

事務局次長     山 本 英 一 

書記        秋 山 兵 吾 

同         鈴 木 健 二 

７ 傍 聴 人 ３名 

８ 議  題 

（１） 正副委員長の互選について 

（２） 議案審査 

 ①議案第 ２号 平成３１年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計予算 

 ②議案第 ３号 平成３１年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担金に

ついて 

（３） その他 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開 会（午後３時１５分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○内野 陽事務局長 事務局から申し上げます。本日は、委員の選任後初めての委員

会ですので、委員会条例第６条第２項の規定に基づき、墨田区の澤委員

に臨時委員長をお願いいたします。よろしくお願いします。 

○澤良仁臨時委員長 墨田区の澤でございます。委員会条例第６条第２項の規定

に基づき、臨時に委員長の職務を行います。よろしくお願いいたします。 

      開会前に傍聴の許可についてお諮りいたします。傍聴人から当委員会の

傍聴の申し出があった場合、これを許可したいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○澤良仁臨時委員長 御異議はなしと認め、傍聴の申し出があった場合は、傍聴を

許可することといたします。 

      ただいまから予算特別委員会を開会いたします。 

      本日の議題は、お手元に配付したとおりです。本日は１８名の出席とな

っております。 

      これより議事に入ります。 

      正副委員長の互選についてを議題といたします。 

      正副委員長の互選は、指名推選の方法により行い、指名は臨時委員長が

行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○澤良仁臨時委員長 御異議はないものと認めます。よって、正副委員長の互選は

指名推選の方法により行い、指名は臨時委員長が行うことに決定いたしま

した。 

      委員長には磯一昭委員を、副委員長には松本佳子委員を指名したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○澤良仁臨時委員長 御異議なしと認めます。よって、委員長には磯一昭委員が、

副委員長には松本佳子委員が選出されました。それでは、磯委員長は座席

の移動をお願いいたします。 

〔委員長 着席〕 



  

○磯 一昭委員長 ただいま、委員長に御推挙いただきました磯でございます。よろ

しくお願いいたします。 

      それでは、議事を進行いたします。 

      ２、議案審査を議題といたします。 

      （１）議案第２号、平成３１年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会

計予算及び（２）議案第３号、平成３１年度東京二十三区清掃一部事務組

合経費分担金についてを一括議題といたします。 

      審査方法につきましては、一括して理事者から説明を受けた後、一括し

て質疑・意見を受けることといたします。 

      それでは、理事者の説明を求めます。 

      深井総務部長。 

○深井祐子総務部長 私からは、平成３１年度一般会計予算全般に係ります総括説明

を申し上げさせていただきます。 

      平成３１年度当初予算でございますけれども、安全で安定的な中間処理

を持続可能なものとするため、これまで培った技術力による改善案を具現

化し、新たな課題に果敢に取り組んでいくことを基本的な考えとして編成

をしたものでございます。 

      議案として御送付申し上げております冊子、平成３１年度東京二十三区

清掃一部事務組合一般会計予算の３ページをお開きいただきたいと思いま

す。予算総則でございます。 

      第１条でございますが、歳入歳出予算の総額を７８５億６，６００万円

と定めております。第２条で債務負担行為を、そして、第３条で組合債に

ついて記載をしております。内容につきましては、６ページをお開きいた

だきたいと思います。 

      債務負担行為につきましては、第２表のとおり、豊島清掃工場の排ガス

分析計更新工事ほか２件の期間及び限度額を定めているところでございま

す。 

      組合債につきましては、第３表のとおり、光が丘及び目黒清掃工場建設

事業、並びに有明清掃工場延命化事業に係る組合債の限度額などをそれぞ

れ定めているところでございます。 

      恐れ入りますが、３ページのほうにお戻りいただきたいと思います。第

４条でございます。一時借入金の最高額を１００億円と定めているところ
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でございます。 

      続きまして、１０ページ、１１ページをお開きいただきたいと思います。

歳入歳出予算の総括でございます。まず左側、歳入の主なものについて御

説明を申し上げます。 

      第１款分担金及び負担金でございます。これは財政計画でお示しした金

額を踏まえ、３３０億円、対前年度３億５，０００万円の増としておりま

す。 

 第２款使用料及び手数料でございます。１５６億９，４８５万９，００

０円、対前年度３億２，０７０万４，０００円の増となっております。こ

れは、持ち込みごみ量の増による廃棄物処理手数料の増などによるもので

ございます。 

      第３款国庫支出金は、５４億１，３３７万７，０００円、対前年度３４

億６，２８６万円の増となっております。これは、主に光が丘及び目黒清

掃工場建替工事、並びに有明清掃工場延命化工事に交付されるものでござ

います。 

      第８款諸収入でございますが、１０２億２，５３５万８，０００円、対

前年度１億７，０４０万８，０００円の増となっております。これは、売

電単価の上昇によるエネルギー売払収入の増などによるものでございます。 

      第９款組合債でございますが、７４億１００万円、対前年度３１億３０

０万円、７２．２％の増としているところでございます。これは、光が丘

及び目黒清掃工場建替工事、並びに有明清掃工場延命化工事に係ります建

設事業債でございます。 

      続きまして、右側の歳出の主なものについて御説明を申し上げます。 

      第３款清掃費は、清掃工場などの管理運営や建設に要する経費でござい

ます。管理運営面では主灰のセメント減量化の規模拡大や、飛灰などの資

源化の実証確認を始めてまいります。また、予防保全の重点化として発電

機の精密点検やボイラ設備水管部分の広範囲な取替工事を実施いたします。

建設面でございますが、光が丘及び目黒清掃工場建替工事、有明清掃工場

延命化工事の進捗などによりまして、清掃費全体では６９８億２，８２５

万６，０００円、対前年度６４億５，８４８万３，０００円の増となって

いるところでございます。 

      第４款公債費でございますが、３８億４，６７８万９，０００円、対前
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年度１億９，８４７万３，０００円の増となっているところでございます。

これは、発行済組合債の償還開始によるものでございます。 

      以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○磯 一昭委員長 理事者の説明が終わりました。 

      これより質疑、意見に入りますが、委員の皆さんにお願いいたします。

質疑がある場合は、あらかじめ挙手をお願いいたします。また、発言に際

しては、質問内容の掲載されている資料名及び掲載ページ、項目等を明確

にし、質疑を終了する際には、質疑を終わる旨の発言をお願いいたします。 

      次に、理事者の皆さんにお願いいたします。答弁の際には、職名を明確

に述べていただき、簡潔で明瞭な答弁をお願いいたします。また、委員会

の終了時間の目安は、午後４時３０分頃でございますので、円滑な会議の

運営に御協力をお願いいたします。 

      それでは、質疑、意見のある方は挙手をお願いいたします。 

○おのせ康裕委員 目黒区のおのせでございます。まず、こちらの予算書の１０ペー

ジの総括的な部分で、一つお尋ねをしたいと思います。 

      私たちの首都東京は来年度オリンピック・パラリンピックを迎えるわけ

でございまして、本年はラグビーワールドカップを迎え、多くの外来者を

迎えるわけでございます。その中で、やはりごみの部分というのは避けて

通れない部分でございまして、２３区の中で各区が生活ごみに関しまして

は、排出抑制をする中で、外来者の方々に関しては、これは増える一方と

いうことであります。今年度の予算に関しまして、来年度に向けて、オリ

ンピック・パラリンピックに向けての対応策、また準備策としての予算措

置が何か影響を与えている部分がありますでしょうか。また、本年、ワー

ルドカップを含めて、外来者が、外国人観光客が増えている中で、さまざ

まな持ち込みのごみが増えていると思いますが、この点に対しましての対

応というのは、この総括の歳入歳出の中で、どのような形で対応をされて

いますでしょうか。この影響値について、教えていただきたいと思います。 

      ２点目につきましては、こちらのあらましの中で、インドネシアに対し

てのさまざまな協力、清掃事業国際協力をされていると思います。首都東

京の清掃一部事務組合として大変いい姿であるかと思っていますが、これ

と同時に現在世界的には、廃プラの問題は別としまして、マイクロプラス

チックの問題が出てきております。東京湾の中でも、またその河口付近で



  

もマイクロプラスチックの影響が出ているというふうに各種環境報告等々

で言われておりますが、こういった部分に対しまして、一組としては、何

か予算措置、または何かこの政策として計画をお持ちでありますでしょう

か。この２点、お尋ねをしたいと思います。 

      以上です。 

○初瀬 司財政課長 私から御質問をいただきました１点目につきまして、まず、オ

リンピック・パラリンピックに対する予算についてお答えしたいと思いま

す。 

      当組合におきましても、オリンピック・パラリンピック、大変重きをお

いて考えてございまして、一つ状況といたしましては、清掃工場の老朽化

に伴いまして、焼却能力が低下している工場が増えつつございます。３１

年度当初予算案に計上させていただきましたのは、昨年度から継続して行

っております、焼却能力の回復整備工事につきまして予算化をしてござい

ます。御指摘いただいたページの中では、この清掃費の中に含まれている

ものでございます。 

      また、オリンピック開催期間中につきましては、中央清掃工場の停止な

どの話も聞いているところでございまして、それらの対応といたしまして

も、既存の清掃工場が予定どおり、焼却できること、故障等起こさないよ

うにといったような部分で、こちらの清掃費に関連予算を計上していると

ころでございます。 

○加藤央史清掃事業国際協力課長 ただいま、委員からインドネシアへの協力という

言葉いただきました。平成２３年度から国際協力事業、清掃一組二十三区

とともに、協力しながら進めてきているところでございますが、ただいま

のお言葉、大変貴重に重く受けとめていまして、引き続き、今後もこの事

業について積極的に取り組んでまいりたいと思います。 

      なお、このマイクロプラスチックの話につきましては、世界的にも各国

及び世界の中で、十分今検討されている重要な事項だと認識しております。

所謂国内においても、環境省を初め、それぞれの部署で取り組みを行って

いるところでございますが、引き続き国際協力においても、この視点も忘

れずに取り組んでまいりたいと考えております。 

      私からは以上です。 

○おのせ康裕委員 御答弁ありがとうございました。オリパラに関しましては、今、
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清掃工場の焼却能力がだんだん崩れてきている中で、大きな需要が生まれ

てしまうわけですから、ここに準備をしていく姿勢というのがあってしか

るべきかと思っております。同時に、ごみの輸送に関して、水上輸送も陸

上輸送も全部影響を受けるわけでして、ここに対しては、また別の観点か

と思いますが、これに対しては、どのような、いろいろな運行計画、運送

計画ができているわけですけれども、この中でどのような輸送計画という

のを一組としては、対応の準備をされているんでしょうか。 

      ２点目は、マイクロプラスチックの話は、視野として入れていただいて

ですね、国際協力の中でも、この分野でも一組も、やはり考えていただき

たいなと思っております。国連ももうＳＤＧｓに向かって動いております

し、国もこの方向で動いておりますので、是非できれば、この一組の中で

もＳＤＧｓという考え方を一つ含めてお考えをいただいて、今後、予算措

置また計画、政策立案をしていただきたいなと思いますが、このＳＤＧｓ

についての考え方をいただければと思います。 

      以上です。 

○加藤央史清掃事業国際協力課長 ただいま、意見をいただきました。ＳＤＧｓの考

え方につきましてですけれども、前年度、私どもと、外部団体の皆様、有

識者の方々と検討しています国際協力事業の研究会がございまして、この

中で、海外にＰＲしていくために、どの視点が必要だということで、ＳＤ

Ｇｓの視点が必要じゃないかと、今、委員が御指摘いただいたとおり受け

ております。ですので、今年度作成いたしました私どもの事業、東京の歴

史等ですが、海外にアピールするための資料につきましては、このＳＤＧ

ｓの項目を盛り込みまして、世界に打って出るという形で取り組んでいる

ところでございます。 

      ありがとうございます。 

○鈴木和歌東京オリンピック・パラリンピック調整担当課長 ただいま、オリパラ開

催期間中の輸送についての御質問がありました。こちらの内容につきまし

ては、現在、東京都と大会組織委員会が共同した輸送連絡調整会議という

中で検討をしております。その中で、本年３月までに輸送運営計画という

案が示される予定でございまして、現在２３区及び清掃一組は、その案の

提示を待っているところでございます。 

      また、案に先立ち、昨年開かれた輸送連絡調整会議では、都内の渋滞混
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雑マップというものが公表され、そこでは道路、鉄道の混雑状況を地図に

落としたものが公表されました。こちらの情報につきましても、２３区及

び清掃一組に情報提供がなされましたので、今後は、その地図等の情報に

基づき、さらなる精査を進めていく次第でございます。 

      以上でございます。 

○大野はるひこ委員 先ほど総務部長からですね、「安全で安定的な中間処理」とい

う御説明をいただいたんですが、この３１年度の予算のあらましを見てい

て思ったことは、やはり平成３０年度も、各清掃工場で人的事故、あと物

的事故がかなりありました。それについて、その都度、会のほうでいろん

な質疑応答があったんですが、平成３１年度に関しても、やはりこの安全

管理というのは大事なことだと思うんですが、どのようなことを行ってい

かれるのかをお聞きしたいんですけれども、お願いいたします。 

○宮﨑勇一郎施設課長 ただいま大野委員のほうから安全・安定でどういうふうな管

理をしていくかというところで御質問をいただきました。予算のあらまし

の中でも、適正な維持管理、これを継続していくのは大事なことでござい

ます。それで、３の適正な維持管理の継続という中で、ボイラの整備です

ね、こちらのほうの整備をしっかりやっていこうということ。あと、御記

憶にあるかと思うんですけど、北清掃工場で発電機の故障がございました。

これによりまして、焼却炉は稼働はしたんですが、発電機のほうが半年…。 

      すみません、安全管理の話ですね。大変申し訳ございませんでした。 

      平成２９年の８月２７日ですね、確かに事故ということで、新江東清掃

工場のほうで、労働災害の死亡事故がございました。それによりまして、

一組といたしましても、請負業者のほうにですね、しっかりとした指導を

行っていかなくてはいけないということで、上乗せ対策という形で、タク

マに関して指導のほうを行っております。また労働基準監督署におきまし

ても、是正の勧告のほうが出されておりまして、それに対する指導がされ

ているといったところです。 

      具体的には、一組はタクマに対しまして、八つの上乗せ対策のほうをさ

せていただいております。タクマのほうの監督員ですね、なかなか目が行

き届かなかったというところで、こちらの職員の増員と、あと、事前の計

画、こういったことをしっかりやっていこうといったお話をさせていただ

きました…。 
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○加藤徹也管理課長 御指摘いただきました本年度、昨年ですね、バンカゲートにお

ける車両事故、または転落事故等、複数回発生しましたことをまずはおわ

び申し上げたいと思います。 

      この再発防止につきましては、全員協議会等でも御報告させていただき

ましたけれども、それぞれの事故についてですね、原因が異なっておりま

して、ソフト面であったり、あるいはハード面であったり、センサーの不

調であったりと、いろいろございました。これにつきましては、真摯に反

省いたしまして、それぞれの再発防止策をしっかりと追求いたしまして、

再発防止に全力を挙げて取り組んでいきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○大野はるひこ委員 事故は、わざと起きるわけがないんですけども、特に、昨年暮

れには、板橋の清掃工場で２回続けて同じような事故が発生しているんで

す。なのでそういった事故を未然に防ぐための方策というのは、いろいろ

考えてくれば出てくると思うので、是非そういうところは予算をお金を使

っていただいても構わないと思うんですよ。事故が起きないためには。そ

の辺をちょっと考えていただきたいと思います。ちょっとそれについて見

解をお聞かせください。 

○加藤徹也管理課長 御指摘のとおり、清掃工場の安全運営というのは、ほかにもか

けがえのないものでございますので、御指摘のとおりですね、対策として

お金が必要なものにはお金をしっかりかけてまいりたいというふうに考え

てございます。 

○初瀬 司財政課長 安全対策という面におきまして、３１年度当初予算案に計上さ

せていただいているものの一部を御紹介というか、お答えさせていただき

たいと思います。 

      まずですね、墜落防止器具の購入というものを予定しております。当組

合では、先ほどもお話に出ました平成２９年度に発生した重大事故を初め

とした過去の災害を教訓といたしまして、このような墜落事故に関しまし

ては、ゼロ件にするということを目標といたしましてですね、安全教育、

また、新たな法改正に伴うフルハーネス型という新しい安全帯の導入を、

これですね、法改正に先立ちまして清掃一組として導入していくというふ

うに考えております。こちらの予算は平成３１年度予算案ということでで

すね、安全衛生管理という部分で計上させていただいているところでござ
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います。 

○大野はるひこ委員 記載ページはどこですかね、記載ページを教えてください。 

○初瀬 司財政課長 申し訳ございません。予算書、説明資料ですね４３ページを御

覧いただけますでしょうか。 

      こちらの右側下のほうから三つ目の大きい段落ですが、４番、安全管理、

こちらの中にフルハーネス型の墜落制止用器具の購入等々の予算を計上さ

せていただいているところでございます。 

      私から以上です。 

○大野はるひこ委員 それと最後に、事業系ごみのことについてお聞きしたいんです

けども、一般の家庭ごみですと、燃えるごみ、燃えないごみが一緒に出さ

れていて、事業系ごみですと、燃えないごみが分別しないといけないとい

う状況になっていて、これ最後に確認なんですけど、今どのようになって

いるのかというのと、今後の取り組みについてお聞かせいただきたいと思

います。 

○加藤徹也管理課長 事業系ごみの分別についての御質問でございました。持ち込み

ごみはですね、今おっしゃるようにプラスチックにつきましては、これは

産業廃棄物になりますので、清掃工場に持ち込めないごみとして分別をし

ていただいているところでございます。この廃プラスチックのみならず、

焼却不適物が清掃工場に入ってきているというのも事実でございまして、

私どもでは、年３００回を超えます搬入物検査を実施しております。その

中で、プラスチックを含みます搬入不適物のある事業者にはですね、個別

にいろいろと指導させていただいておりまして、清掃工場の安定操業のた

めに、そういったことをしているところでございます。 

      以上でございます。 

○大野はるひこ委員 すみません、私ももう４月いっぱいで任期が終わるので、最後

にお聞きしたいんですけども、なぜ、事業系ごみの燃えるごみ、燃えない

ごみを分けなきゃいけないのかという、その理念、何で分けなければいけ

ない、はっきりとお答えいただきたいんですけれども。 

○加藤徹也管理課長 私どもの清掃一部事務組合が処理していますのは、一般廃棄物

でございまして、一般廃棄物以外でありますプラスチック等の産業廃棄物

は、私どもの清掃工場等では、燃やすことはできないということでござい

ます。 
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      これは、廃掃法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づいたもので

ございます。 

○大野はるひこ委員 そうすると、家庭から出るものは全部一緒になって燃やしてい

ますけど、それはいいんですか。法律で決められて出していいと。それで、

事業系ごみはだめだと、そういう概念でよろしいんですか。 

○加藤徹也管理課長 家庭から出るものは全て一般廃棄物でございまして、この一般

廃棄物につきましては、それぞれの区の分別に従いまして、可燃ごみ、不

燃ごみ、粗大ごみ、またはプラマークなど、あるいは資源などとして分別

していただいているところでございます。 

○大野はるひこ委員 法律で決められているんだったら無理なのは分かるんですけど、

よく言われるのは、何で分けなきゃいけないのと。法律で決められている

って、まあそれはしようがないですけど、何かお聞きすると、事業系ごみ

で、燃えないごみを燃やすと火力が多過ぎるから、それを調節するために、

事業系ごみわざと分けてしないといけないんだなんていうことを清掃の方

からお聞きしたことがあるんですけど、これ火が強くなっちゃうから燃や

せないとか、そういうこともあるんですか。火力が。 

○加藤徹也管理課長 古い清掃工場ですと、プラスチックが多く入っていますと、燃

やせないということがございましたけども、その後、技術等が発達してお

りまして、現在の清掃工場におきましては、家庭系のプラスチックが入っ

ているものについては、きちんと焼却処理をしている状況でございます。 

○塚越 浩処理技術担当部長 同じプラスチックで、なぜ分けなきゃいけないかと、

やっぱりこれはすごく素朴な疑問かと思います。 

      まず、清掃工場の機能から申しまして、事業系のプラスチックが入って

も、これは安全に安定的に焼却することは可能でございます。現在そうい

う構造を持った清掃工場が建設されております。 

      先ほど来から出ております法律の中で、産業廃棄物というくくりがござ

います。その産業廃棄物の中に、現在たしか２０品目が産業廃棄物として

指定されております。その中に、プラスチックという項目がありまして、

産業廃棄物は何かといいますと、事業を行って発生する廃棄物、これは産

業廃棄物というくくりになりまして、この２０項目以外のものは全て一般

廃棄物というふうに言われておりますので、その中で産業廃棄物は、清掃

一組はそもそも一般廃棄物を中間処理するために機能しておりますので、
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産業廃棄物のプラスチックは受け入れられないということでございます。 

      以上でございます。 

○大野はるひこ委員 最後に。そうなるとその産業廃棄物というのは燃やせないわけ

ですよね。そうすると、ごみの埋め立てのところも、もういっぱいになっ

ちゃって、飽和状態になっちゃうということも今後あり得るわけですけど、

そういったことは、行く先々のことは、最後に考えているのかどうかを質

問して終わりにしたいと思います。 

○塚越 浩処理技術担当部長 産業廃棄物のプラスチックにつきましては、民間の産

廃プラスチックを焼却する施設がございます。また、そのプラスチックの

中でも、焼却することによって、サーマルリサイクル、まあ電気を起こす

こと、それと後は、埋め立てるだけではなくて、原料にするマテリアルリ

サイクルとか、ケミカルリサイクルとか、そういうリサイクルに民間の産

業廃棄物のプラスチックも取り組んでおりますので、全てが今、産業廃棄

物イコール埋め立てに回っているということはございませんということで

ございます。 

○磯 一昭委員長 ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

      〔「なし」の声あり〕 

○磯 一昭委員長 それでは、ほかに質疑、意見がないようですので、質疑、意見を

終わります。 

      これより採決に入ります。採決は挙手により行います。 

      初めに、議案第２号、平成３１年度東京二十三区清掃一部事務組合一般

会計予算を原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

○磯 一昭委員長 ありがとうございます。全員賛成であります。よって、議案第２

号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

      次に、議案第３号、平成３１年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分

担金についてを原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

○磯 一昭委員長 ありがとうございます。全員であります。よって、議案第３号は、

原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

      次に、委員長の報告について、お諮りをいたします。 

      本特別委員会は、全議員で構成しておりますので、委員長からの報告は
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省略したいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○磯 一昭委員長 異議なしと認め、そのように決定いたします。 

      以上をもちまして、本日の議題は全て終了いたしました。 

      この際、何か発言はございますでしょうか。 

〔「なし」の声あり〕 

○磯 一昭委員長 特に発言がないようですので、これをもちまして、予算特別委員

会を閉会いたします。ありがとうございました。お疲れさまです。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉 会（午後３時４７分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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